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JMDC Claims Databaseを使用し、2014年 10月から 2016年 6月にシダトレ
ンの導入期を開始した全症例を対象とし、導入期の処方データがないものは除
外した。導入期の開始日で集団を分け、開始日が 2014 年 10 月から 2015 年 4















は 1 年コホートで 92.8%、2 年コホートで 88.8%であった。脱落に関連する因
子は年齢であり、20代を参照としたハザード比 (95%CI） は 40代の 1年コホ
ートで 0.26 (0.12-0.58) 、2年コホートで 0.40 (0.17-0.93) 、50代の 1年コホ 
ートで 0.32 (0.14-0.75) 、2年コホートで 0.35 (0.13-0.92) であった。検討した
因子と治療コンプライアンスの関連は、年齢の上昇と経口ステロイド処方歴有
が高める方向、女性がコンプライアンスを低める方向に関連していた。 

















研究対象期間にシダトレンを処方された症例は 1236 例（成人 846 例、未成
年 249 例）であった。1 年コホートと 2 年コホートの成人の脱落割合は、それ
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